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「
大
阪
の
顔
」と
し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
大
学
と
し
て
、
優
秀
な
人
材

を
送
り
出
し
、
多
く
の
研
究
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
き
た
大
阪
大
学
。

新
し
い
世
紀
幕
開
け
の
記
念
す
べ
き
年
に
創
立
７０
周
年
を
迎
え
、
5
月
5

日（
祝
日
）、
6
日（
日
）の
両
日
、
発
祥
の
地
、
大
阪
市
・
中
之
島
に
あ
る
グ

ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪（
大
阪
国
際
会
議
場
）で
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に

行
う
。
テ
ー
マ
は
、「
地
域
に
生
き
世
界
に
伸
び
る
―
―
阪
大
発
２１
世
紀
」。

国
内
外
か
ら
大
学
関
係
者
、
研
究
者
ら
を
招
き
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、
阪
大
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
示

す
催
し
も
企
画
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
阪
大
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
一
般
市
民
に
も
公
開
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

大
阪
大
学
創
立
７０
周
年
記
念
事
業

5
月
5
、6
日

開
催

大
阪
市
・
中
之
島

グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
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●
大
学
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
、
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て

記
念
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
大
阪
大
学

は
、岸
本
忠
三
総
長
を
委
員
長
と
す
る
創
立

70
周
年
記
念
事
業
委
員
会
を
設
置
し
、大
学

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
、21
世

紀
に
お
い
て
も
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
地
域
に
生

き
世
界
に
伸
び
る
」決
意
を
新
た
に
す
る
記

念
事
業
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
姿
勢
の

表
れ
で
あ
る
。
ま
た
、21
世
紀
は
大
学
の
使

命
、役
割
が
よ
り
求
め
ら
れ
、そ
れ
に
応
え

て
い
く
た
め
に
大
学
と
し
て
何
を
な
す
べ
き

か
を
再
構
築
す
る
、と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
こ
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

●
一
般
に
も
公
開
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め

る
催
し
も

世
界
的
に
著
名
な
学
者
を
招
い
て
の
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気

に
触
れ
な
が
ら
、家
族
連
れ
で
休
日
を
楽
し

め
る
多
く
の
企
画
も
織
り
込
ん
で
い
る
。
会

場
で
は
、コ
ン
サ
ー
ト
や
阪
大
の
O
B
で
あ
る

手
塚
治
虫
の
作
品
展
、ロ
ボ
ッ
ト
の
ワ
ー
ル
ド

サ
ッ
カ
ー「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
」の
実
演
、最
新
の
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
駆
使
し
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
・

イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー「
バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
・
懐

徳
堂
」な
ど
、大
人
か
ら
子
供
ま
で
興
味
を

引
く「
夢
ワ
ー
ル
ド
次
世
代
展
」も
あ
り
、一

般
市
民
の
来
場
を
歓
迎
し
て
い
る
。

5
、6
両
日
に
わ
た
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、

2
7
0
0
人
収
容
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
5
F
）、特

別
会
議
場（
12
F
）、イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
3
F
）の

三
会
場
を
中
心
に
行
わ
れ
る
。（
表
参
照
）

世
界
的
学
者
に
よ
る
記
念

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

5
日（
祝
日
）は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
の
記
念
式
典
に
次
い
で
記
念
講
演
、記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
開
催
さ
れ
る
。

■会場案内JR大阪 

な
に
わ
筋
 

あ
み
だ
池
筋
 

四
つ
橋
筋
 

御
堂
筋
 

JR福島 

JR新福島 

阪神福島 

本町 阿波座 

阪神梅田 
阪神電車 

JR環状線 
地下鉄東西線 

谷町線 西梅田 

北新地 

肥後橋 淀屋橋 

中央大通 
阪神高速 

本町通 
中央線 

土佐
堀川
 

堂島
川 

東梅田 

御 
堂 
筋 
線 

四 
つ 
橋 
線 阪

神
高
速
 

阪
神
高
速
 

千
日
前
線
 

グランキューブ大阪 
──大阪国際会議場── リーガロイヤルホテル 

●JR「大阪駅」駅前バスターミナルから市バス（５３
系統船津橋行、または幹５５系統鶴町四行）で約
１５分、「堂島大橋」バス停下車すぐ
●JR「大阪駅」からタクシーで約１０分
●ＪＲ環状線「福島駅」／阪神電車「福島駅」／
JR東西線「新福島駅」からそれぞれ徒歩で
約１０分
●大阪市営地下鉄「阿波座駅」から徒歩で約
１０分
●シャトルバスを「リーガロイヤルホテル」
と各ターミナル（JR「大阪駅」中央北
口／地下鉄・京阪「淀屋橋駅」西詰）の
間で運行しており、利用可能です

記念シンポジウム 記　念　講　演 

「大阪大学新世紀セミナー」の刊行 

21世紀の科学と社会 

国際交流イベント 海外提携校や留学生との親善 

国際交流懇親会 大学ＯＢ交流懇親会 

21世紀のネットワークづくり 

21世紀への阪大スピリッツの伝承 

21世紀への飛翔 

ディジタル・イメージ・シアター 

阪大の源流（適塾・懐徳堂）のバーチャル空間での体験 

記　念　式　典 記 念 祝 賀 会 

コ ン サ ー ト 

中之島センターの建設 

記念アルバム刊行 

夢ワールド次世代展 次世代のための 
過去・現代・未来展示 

21世紀世代へのメッセージ 
 阪大発21世紀 

「地域に生き 
世界に伸びる」 

！

、



い
る
釜
洞
祐
子
さ
ん
、メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
は
関
西

歌
劇
団
理
事
、
神
戸
女
学
院
大
学
講
師
も

務
め
る
荒
田
祐
子
さ
ん
、テ
ノ
ー
ル
は
歌
唱

力
が
高
く
評
価
さ
れ
、将
来
が
期
待
さ
れ
る

新
鋭
の
松
本
薫
平
さ
ん
、バ
リ
ト
ン
は
大
阪
音

楽
大
学
講
師
を
務
め
る
井
上
敏
典
さ
ん
。
大

阪
フ
ィ
ル
合
唱
団
有
志
、大
阪
大
学
交
響
楽

団
等
も
出
演
す
る
。
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記
念
講
演
で
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
際
的

な
学
者
で
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
の
ジ
ョ
ー

ジ・ク
ラ
イ
ン
教
授
が
講
演
、同
時
通
訳
さ
れ

る
。ク
ラ
イ
ン
教
授
は
、が
ん
や
免
疫
の
研
究

で
多
く
の
功
績
を
あ
げ
、数
々
の
国
際
賞
を

受
賞
。ノ
ー
ベ
ル
賞
選
考
委
員
で
、ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
作
家
で
も
あ
る
。（
著
書
に「
神
の
い
な
い

聖
都
―
あ
る
科
学
者
の
回
想
」「
ピ
エ
タ
―
死

を
め
ぐ
る
随
想
」＝
い
ず
れ
も
日
本
語
に
翻

訳
出
版
さ
れ
て
い
る
＝
な
ど
が
あ
る
）

関西フィルハーモニー管弦楽団

■イベント日程

記念 
式典 

国際交流 
シンポジウム 

記念コンサート 
［公開］ 

国際交流 
イベント 

記念 
講演 

記念 
祝賀会 

国際交流 
懇親会 

国際交流 
懇親会 

夢ワールド次世代展［公開］ 

夢ワールド次世代展［公開］ 

記念 
シンポジウム［公開］ 
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特別会議場[12F]
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その他 

グランキューブ大阪 
［大阪国際会議場］ 

5
月
5
日（
土
・
祝
） 

5
月
6
日（
日
） 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は「
21
世
紀
の
科
学
と

社
会
」を
テ
ー
マ
に
公
開
で
行
わ
れ
、同
時
通

訳
で
世
界
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
る
。

（
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
:/
/
w
w
w
.o
sak
a-

u.ac.jp/info/sym
po.h

tm
l

）

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、ク
ラ
イ
ン
教
授
、岸
本
総

長
の
ほ
か
、米
沢
富
美
子
･
慶
応
義
塾
大
学

理
工
学
部
教
授（
元
日
本
物
理
学
会
会
長
）、

坂
村
健
・
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教

授（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
）、劇
作
家
の

平
田
オ
リ
ザ
・
桜
美
林
大
学
文
学
部
助
教

授
。
司
会
は
阪
大
の
猪
木
武
徳
経
済
学
研

究
科
教
授
、総
合
司
会
は
、同
じ
く
阪
大
の

鷲
田
清
一
文
学
研
究
科
教
授
が
務
め
る
。

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
阪
大
は
多

く
の
外
国
の
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い

る
が
、そ
れ
ら
の
中
か
ら
14
大
学
の
学
長
等

を
招
い
て
交
流
を
深
め
、と
も
に
新
世
紀
に

お
け
る
大
学
の
目
指
す
べ
き
姿
を
議
論
す

る
。
ま
た
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
新
た
に
北
京
大

学
と
協
定
を
締
結
す
る
。
北
京
大
学
は
、生

命
科
学
、
経
済
、
国
際
関
係
な
ど
8
学
院
、

23
系
、52
研
究
所
、学
生
数
9
0
0
0
余
、中

国
の
近
代
化
を
推
進
す
る
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
。
阪
大
に
は
平
成
8
年
度
か
ら
12
年
度

に
か
け
て
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
7
人

を
受
け
入
れ
、阪
大
か
ら
も
毎
年
、多
く
の

教
官
が
北
京
大
学
で
講
演
、セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
な
ど
交
流
を
続
け
て
い
る
。

国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

6
日
は
、「
21
世
紀
の
大

学
教
育
を
考
え
る
」（
仮
題
）を
テ
ー
マ
に
し

た
、国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
藤
岡
幸
夫

指
揮
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
催
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、第
1
部「
創
立
70
周
年
の

祝
典
」と
第
2
部「
21
世
紀
の
幕
開
け
」構

成
。1
部
で
は
、ワ
ー
グ
ナ
ー「
ニュ
ー
ル
ン
ベ
ル

グ
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」前
奏
曲
、オ
ペ

ラ
・
ガ
ラ
、2
部
で
は
、吉
松
隆
の「
21
世
紀
へ

の
序
曲
」（
関
西
初
演
）な
ど
。ソ
プ
ラ
ノ
は
現

在
ド
イ
ツ
に
在
住
し
、国
際
的
に
活
躍
し
て

●釜洞祐子氏 ●井上敏典氏●藤岡幸夫氏 ●松本薫平氏●荒田祐子氏
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阪
大
の
歩
み

１８３８（天保９）年

き
物
に
も
興
味
を
示
し
た
手
塚
治
虫
に
ち

な
ん
で
、
大
阪
府
下
と
そ
の
周
辺
の
小
･

中
・
高
生
を
対
象
に
公
募
し
た
昆
虫
精
密
画

か
ら
優
秀
作
品
を
表
彰
、展
示
す
る「
昆
虫

精
密
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
」も
行
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の
ワ
ー
ル

ド
サ
ッ
カ
ー「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
」の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
、阪
大

工
学
研
究
科
の
教
授
ら
が
提
唱
、国
際
的
な

学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
長
、世
界
の
研
究
者

が
ロ
ボ
カ
ッ
プ
を
通
じ
て
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
キ
ッ
ク
、ゴ
ー
ル
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
想
像

す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

夢
ワ
ー
ル
ド
次
世
代
展
。

阪
大
O
B
や
現
役
の

活
躍
も
紹
介

●
「
バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
･
懐
徳
堂
」

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は
5
、6
日
の
両
日
、O

B
や
現
役
の
活
躍
を
紹
介
す
る
な
ど
、阪
大

の
過
去
･
現
在
・
未
来
を
表
現
す
る「
夢
ワ

ー
ル
ド
次
世
代
展
」を
催
す
。
盛
り
沢
山
な

企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
大
阪
大
学
70
年
の
歩
み
」の
パ
ネ
ル
を
展

示
、写
真
で
歴
史
と
現
状
を
紹
介
。
そ
の
ホ

ー
ル
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
営
さ
れ
、阪

大
の
源
流
と
い
わ
れ
る
適
塾
・
懐
徳

堂
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
再
現
す
る
。

緒
方
洪
庵
が
幕
末
の
大
坂
に
開
い
た

学
塾「
適
塾
」の
自
由
な
精
神
と
先
見

性
、江
戸
時
代
の
大
坂
に
開
設
さ
れ
た

町
人
の
学
問
所「
懐
徳
堂
」の
自
由
な
学

風
を
、デ
ｲ
ジ
タ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ア
タ
ー

で
現
在
に
よ
み
が
え
ら
す
こ
と
は
、阪
大
の

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
伝
承
と
情
報
分
野
の
最
先
端

技
術
を
ア
ピ
ー
ル
し
、な
お
か
つ
、貴
重
な
資

料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
保
存
、後
世
に
残

そ
う
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

様
々
な
領
域
で
の
O
B
や
現
役
の
活
躍
状

況
も
紹
介
。「
手
塚
治
虫
の
世
界
展
」で
は
、

数
々
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。
昆
虫
な
ど
生

●
学
生
が
国
際
交
流
体
験
を
リ
ポ
ー
ト

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
、学
内
選
考
で
選
ば
れ
た
学
生
3
チ
ー
ム

が
、ア
メ
リ
カ
、ア
ジ
ア
･
オ
セ
ア
ニ
ア
、ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
大
学
等
で
約
2
週
間
、体
験
し
た
成
果

を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム（
8
人
）は
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
分
校
で
、楽
器
を
用
い
ず

に
声
だ
け
で
表
現
す
る
音
楽
、ア
カ
ペ
ラ
を

通
じ
て
交
流
、自
作
の
曲
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
た
。
そ
の
模
様
を
報
告
す
る
。

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
チ
ー
ム（
10
人
）は
、国

際
貿
易
の
不
公
正
さ
の
指
摘
を
原
点
に
交
流

を
行
い
、タ
イ
の
エ
ビ
養
殖
地
の
現
状
と
問
題

点
を
伝
え
る
、デ
ィ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に

よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
共
同
制
作
、撮
影

ビ
デ
オ
を
公
開
す
る
。

ヨ
ー
ロッ
パ
チ
ー
ム（
7
人
）は
、ス
イ
ス
連
邦

工
科
大
学
、デ
ル
フ
ト
工
科
大
学（
オ
ラ
ン
ダ
）

で
、授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
、学
生
ら

と
交
流
を
は
か
り
、人
間
教
育
・
大
学
教
育

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
そ
の
体

験
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

多
目
的
ス
テ
ー
ジ
で
は
、シ
ョ
ー
、ト
ー
ク
、

音
楽
な
ど
を
通
じ
て
大
阪
大
学
の
活
動
を

紹
介
す
る
企
画
も
用
意
し
て
い
る
。

アジア・オセアニアチーム（上）とヨー
ロッパチーム

ディジタル・イメージ・シアター

サッカーを実演
する知能ロボット

昆虫精密画
募集ポスター

●緒方洪庵肖像（緒方正美蔵）●大阪府立高等医学校病院●マチカネワニの骨格
●公孫樹＜いちょう＞下の対校戦（明治４０年ごろ）──校章はこ
の公孫樹に由来するという

、

、
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●
先
端
の
研
究
を
分
か
り
や
す
く
解
説

大
阪
大
学
で
行
っ
て
い
る
最
先
端
の
研
究

を
、学
生
や
一
般
の
方
々
向
け
に
紹
介
す
る

ブ
ッ
ク
レッ
ト
形
式
の
解
説
書
。
内
容
は
科
学
、

医
学
、経
済
学
な
ど
各
分
野
に
わ
た
る
話
題

性
豊
か
で
、タ
イ
ム
リ
ー
な
31
テ
ー
マ
。
執
筆
者

は
世
界
に
冠
た
る
研
究
者
が
名
を
連
ね
て
い

る
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、用
語
解
説
や

図
表
、文
献
な
ど
も
多
く
掲
載
、教
科
書
的

体
系
に
こ
だ
わ
ら
ず
、自
由
な
発
想
と
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
で
深
く
や
さ
し
く
解
説
す
る
。

A
5
判
、96
ペ
ー
ジ
で
、1
テ
ー
マ
を
一
冊
ず

つ
に
ま
と
め
、2
月
か
ら
毎
月
2
冊
ず
つ
発

行
。
各
2
0
0
0
部
印
刷
。
定
価
は
1
0
0
0

円（
税
別
）、一
般
に
も
販
売
、70
周
年
式
典

記
念
出
版
・
大
阪
大
学
新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー

会
場
に
も
並
べ
る
。2
月
の
発
刊
は「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
知
」（
渥
美
公
秀
助
教
授
）と「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
マ
ル
チ
メ
デ
ｲ
ア
社

会
」（
宮
原
秀
夫
教
授
、
村
田
正
幸
教
授
）。

5
日
・
6
日
の
両
日
、会
場
に
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
予
定
。

●
完
成
予
想
図
も
出
来
上
が
る

大
阪
大
学
の
発
祥
地
、大
阪
市
・
中
之
島

キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地（
旧
医
学
部
跡
地
）に
建
設

を
計
画
し
て
い
る
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ

ー
は
、社
会
人
の
生
涯
教
育
、産
学
連
携
の

場
と
し
て
町
と
共
生
す
る
知
的
情
報
の
受
・

発
信
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
場
を
目

指
し
て
い
る
。

都
市
の
発
展
に
大
学
は
不
可
欠
、と
い
う

時
代
の
要
請
も
あ
っ
て
、創
立
70
周
年
を
機

に
具
体
化
し
た
。
完
成
予
想
図
も
出
来
あ
が

っ
た
。
土
佐
堀
川
に
シ
ル
エッ
ト
を
映
す
セ
ン

タ
ー
は
、
地
下
1
階
、
地
上
8
階
建
て（
約

6
8
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）。こ
こ
を
、第
3
の

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
①
社
会
人
を
対
象
に
し

た
教
育
・
研
究
の
機
能
②
産
学
連
携
と
社

会
へ
の
情
報
発
信
機
能
③
健
康
・
医
療
サ
ポ

ー
ト
や
文
化
・
学
術
シ
ン
ポ
の
開
催
な
ど
、社

会
と
の
交
流
機
能
―
―
の
三
つ
の
機
能
を
果

た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

中
之
島
に
は
、大
阪
国
際
会
議
場
や
大
阪

市
立
科
学
館
が
あ
り
、大
阪
市
立
近
代
美
術

館
、舞
台
芸
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ

ー
が
加
わ
れ
ば
、都
心
の
文
化
・
学
術
ゾ
ー

ン
が
形
成
さ
れ
、大
阪
の
知
的
活
力
創
出
に

も
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー

部局等 テーマ 執筆者
総　長 「サイトカイン物語」 岸本忠三

文学研究科
「関西・ことばの動態」 真田信治
「邪馬台国と大和政権」 福永伸哉

人間科学研究科
2月刊 「ボランティアの知―実践としてのボランティア研究―」 渥美公秀

「学校再生の可能性」 池田　寛
4月刊 「ターミナルケアとホスピス」 柏木哲夫

法学研究科
「電子取引と法」 平田健治
「変貌する現代の家族と法」 松川正毅

経済学研究科
「ＮＰＯの時代」 本間正明、山内直人
「アジア太平洋経済圏の興隆」 杉原　薫

理学研究科
「生物学が変わる！―ポストゲノム時代の原子生物学―」 倉光成紀、増井良治
「素粒子と原子核を見る」 高杉英一 編
「金融工学」 小谷眞一、仁科一彦、長井英生

医学系研究科
4月刊 「命をつなぐ―臓器移植―」 松田　暉
5月刊 「遺伝子は命を救う―循環器疾患と遺伝子治療―」 荻原俊男、森下竜一

歯学研究科 「コンピュータネットワーク時代の歯科医療」 前田芳信 他
薬学研究科 「環境と化学物質―化学物質とうまく付き合うには―」 西原　力

工学研究科

「究極の物づくり―原子を操る―」 森 勇藏、芳井熊安、広瀬喜久治、
青野正和、片岡俊彦、森田瑞穂

5月刊 「レーザー核融合―21世紀エネルギーへの挑戦―」 中井貞雄
3月刊 「身近になるロボット」 白井良明、浅田　稔

基礎工学研究科

2月刊 「インターネットがもたらすマルチメディア社会」 宮原秀夫、村田正幸
「新しい超伝導を求めて」 天谷喜一、三宅和正、北岡良雄
「脳の神秘を求めて」 村上富士夫、藤田一郎、倉橋 隆
「新しい光の科学」 岡田　正、小林哲郎、伊藤　正

言語文化研究科 「コミュニケーションの日米比較」 津田　葵
国際公共政策研究科 「軍縮をどう進めるか」 黒沢　満
微生物病研究所 「感染症研究のいま」 本田武司、生田和良、堀井俊宏
産業科学研究所 「ナノコンポジットの世界」 新原晧一
蛋白質研究所 「タンパク質のかたち、はたらき―構造生物学最前線―」 月原冨武
社会経済研究所 3月刊 「雇用問題を考える―格差拡大と日本的雇用制度―」 大竹文雄
接合科学研究所 「熟練技能の継承と科学技術」 村川英一

●大阪大学創立70周年記念出版
『大阪大学新世紀セミナー』─テーマと執筆者─

■
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

大
阪
大
学
総
務
部
総
務
課
総
務
掛

０６
‐
6
8
7
9
‐
7
0
1
4

中之島センターの完成予想図

●現在の吹田キャンパス付近

２００１年

●豊中地区全景（昭和３０年）●整備の進んだ中之島キャンパス（昭和３６年）
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●
一
躍
、
注
目
さ
れ
る
構
造
ゲ
ノ
ム
科
学

代
謝
、運
動
、免
疫
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生

命
現
象
を
担
っ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
は
、20
種

類
の
ア
ミ
ノ
酸
が
鎖
状
に
つ
な
が
り
、折
り
畳

み
あ
っ
た
状
態
の
高
分
子
。
鎖
は
短
い
も
の
で

数
十
、長
い
も
の
は
数
千
個
の
ア
ミ
ノ
酸
が
連

な
っ
て
い
て
、1
0
0
0
個
か
ら
数
千
個
の
原
子

で
出
来
て
い
る
分
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ア
ミ
ノ
酸
の
並
び
方（
ア
ミ
ノ
酸
配
列
）を
、

タ
ン
パ
ク
質
の「
か
た
ち
」、立
体
構
造
と
い
い
、

こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、種
類
の
異
な
る

タ
ン
パ
ク
質
が
出
来
る
。ヒ
ト
の
場
合
に
は
3

万
種
類
ほ
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
が
生
命
現
象
に

関
与
し
て
い
る
。

こ
の
立
体
構
造
を
基
に
し
た
タ
ン
パ
ク
質

の
機
能
解
析
が
、遺
伝
子
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

の
カ
ギ
を
握
る「
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
」と
さ

れ
る
の
は
、ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
が
D
N
A
の

「
塩
基
」配
列（
遺
伝
情
報
が
書
き
込
ま
れ
た

物
質
）を
読
み
と
っ
て
い
る
段
階
で
、そ
の
情

報
に
よ
っ
て
D
N
A
が
作
り
出
す
タ
ン
パ
ク
質

が
体
内
で
ど
ん
な
働
き
を
す
る
か
の
解
明
が

今
後
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
情
報
が
生
命
活
動
に
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
か
の
解
析
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
機
能
ゲ
ノ
ム
科
学
。モ
デ
ル
動
物
を

使
っ
て
遺
伝
子
を
削
除
、改
変
、増
幅
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、機
能
を
調
べ
る
方
法
。
も
う

一
つ
が
構
造
ゲ
ノ
ム
科
学
。タ
ン
パ
ク
質
の
立

体
構
造
に
基
づ
い
て
解
析
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
、月
原
、中
村
教
授
が
ア
タ
ッ
ク
し
て
い

る
の
は
こ
の
領
域
。
構
造
ゲ
ノ
ム
科
学
が
一

躍
有
名
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
、

1
9
9
8
年
1
月
に
米
国
で
開
か
れ
た
会
議

(the
w
orkshop

structuralgenom
ics)

。

そ
の
背
景
に
は
、こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
た
ゲ
ノ

ム
の
遺
伝
子
の
約
10
％
が
す
で
に
、Ｘ
線
結
晶

解
析
や
N
M
R（
核
磁
気
共
鳴
装
置
）に
よ
っ

て
立
体
構
造
が
決
定
さ
れ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質

と
相
同
で
あ
っ
た
か
ら
で
、米
国
で
は
、す
で

に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
ト「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
」―
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
か
ら
生
命
現
象
の
解
明
へ

'
特
集
・
蛋
白
質
研
究
所
附
属
生
体
分
子
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー

●

教
授---------------------
月
原
冨
武--------------------- T

o
m

ita
k
e

T
su

k
ih

a
ra

E
-m

a
il

:tsu
k
i@

p
ro

tein
..o

sa
k
a

-u
.a

c.jp

●

教
授---------------------

中
村
春
木---------------------

H
a

ru
k
i

N
a

k
a

m
u

ra

E
-m

a
il

:h
a

ru
k
in

@
p
ro

tein
.o

sa
k
a

-u
.a

c.jp

タ
ン
パ
ク
質
を
解
析

構
造
ゲ
ノ
ム
科
学呼吸酵素の立体構造

人間の全遺伝情報を解読する「ヒトゲノム計画」に次ぐ重要なテーマとしてタンパク質の機能、
仕組みを解析する、構造ゲノム科学が生命科学分野の新しい学問として急速に注目されている。世
界の科学者が生命現象解明への糸口として研究にしのぎを削っているが、大阪大学の蛋白質研究所
附属生体分子解析研究センターの月原冨武教授と中村春木教授も、タンパク質解明のためのタンパク
質立体構造の研究では最先端を走っている。二人のアプローチの仕方は違うが、世界的な成果をあ
げており、今後の進展に関心を集めている。
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●
巨
大
な
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
の
解
析
へ

月
原
教
授
の
テ
ー
マ
は
、タ
ン
パ
ク
質
複
合

体
が
ど
の
よ
う
な「
か
た
ち
」、構
造
を
し
て
い

る
か
の
解
明
。
立
体
構
造
を
決
め
て
、そ
の
働

き
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
質
は
、数
十
ミ
ク
ロ
ン（
1
0
0
0

分
の
1
㎜
）の
細
胞
よ
り
1
0
0
0
分
の
1
小

さ
な
数
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル（
1
0
0
万
分
の
1
㎜
）

の
大
き
さ
。
原
子
は
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
よ
り
10
分

の
1
小
さ
い
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム（
1
0
0
0
万

分
の
1
㎜
）の
世
界
。
原
子
は
す
べ
て
の
モ
ノ
の

原
点
で
あ
り
、タ
ン
パ
ク
質
も
1
0
0
0
個
か

ら
数
千
個
の
原
子
が
集
ま
っ
て
出
来
て
い
る
。

月
原
教
授
は
、そ
の
原
子
の
位
置（
配
置
）

を
決
め
る（
解
析
）こ
と
に
よ
っ
て
立
体
構
造

を
解
明
し
て
い
る
。タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造

を
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
で
正
確
に
決

め
る
の
は
大
変
な
仕
事
。
ま
た
、タ
ン
パ
ク
質

が
数
個
か
ら
数
百
集
ま
っ
て
働
い
て
い
る
タ

ン
パ
ク
質
複
合
体
の
立
体
構
造
を
決
め
る
こ

と
は
、大
き
い
分
そ
れ
だ
け
難
し
い
。

タ
ン
パ
ク
質
に
は
、
細
胞
の
膜
に
埋
も
れ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
や
情
報
伝
達
を
し
て
い

る
膜
タ
ン
パ
ク
質
も
あ
る
。こ
れ
も
普
通
の
タ

ン
パ
ク
質
に
比
べ
て
立
体
構
造
を
決
め
る
の

が
は
る
か
に
難
し
い
。タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
や

膜
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
決
定
は
、そ
の

困
難
さ
ゆ
え
に
避
け
ら
れ
て
き
た
が
、月
原

教
授
は
、そ
れ
ら
の
細
胞
内
で
の
役
割
の
重

要
性
を
鑑
み
て
敢
え
て
そ
の
立
体
構
造
決
定

に
挑
戦
し
て
い
る
。

例
え
ば
、タ
ン
パ
ク
質
が
26
個
集
ま
っ
て
出

来
て
い
る
チ
ト
ク
ロ
ム
酸
化
酵
素
は
膜
タ
ン
パ

ク
質
で
も
あ
る
。
食
物
か
ら
得
た
水
素
と
呼

吸
で
得
た
酸
素
を
反
応
さ
せ
て
、細
胞
で
使

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
酵
素
の
こ
と
。
生
存

に
不
可
欠
な
こ
の
酵
素
は
心
臓
に
多
い
。
月

原
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
山
下
助
手
を
中
心
に
、

牛
の
心
臓
か
ら
こ
れ
を
集
め
て
結
晶
を
つ
く

り
、兵
庫
県
・
西
播
磨
に
あ
る
播
磨
科
学
公

園
都
市
の
大
型
放
射
光
施
設「SPring

‐8

」

に
設
置
さ
れ
た
蛋
白
質
研
究
所
の
専
用
ビ
ー

ム
ラ
イ
ン
で
、こ
の
酵
素
を
つ
く
る
約
4
万
個

の
原
子
位
置
を
一
つ
一
つ
決
め
て
い
る
。
す
で

に
、二
つ
の
状
態
の
分
子
全
体
の
構
造
を
見

る
こ
と
に
成
功
。こ
の
膜
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体

は
少
な
く
と
も
6
種
類
の
異
な
る
立
体
構
造

を
と
り
、そ
の
う
ち
の
2
種
類
ま
で
突
き
止
め

た
。さ
ら
に
、酸
素
の
還
元
の
仕
組
み
を
知
る

と
こ
ろ
ま
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
。こ
れ
は
世

界
で
初
め
て
の
成
果
と
い
う
。

月
原
教
授
ら
は
、さ
ら
に
、中
川
助
教
授

を
中
心
に
核
酸
が
数
本
と
タ
ン
パ
ク
質
が
数

百
個
集
ま
っ
て
出
来
た
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
お
り
、イ
ネ
に
感
染
す
る

ウ
イ
ル
ス
を
試
料
に
し
て
原
子
の
位
置
を
決

定
。こ
の
結
晶
化
さ
れ
た
最
大
の
粒
子
で
も

世
界
の
ト
ッ
プ
の
構
造
解
析
を
競
っ
て
い
る
。

●
情
報
伝
達
と
し
て
の
重
要
な
働
き
を
す

る
膜
タ
ン
パ
ク
質

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
情
報
伝
達
膜

タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て
も
、そ
の
研
究
の
困
難

さ
に
挑
戦
し
て
い
る
。
細
胞
は
互
い
に
情
報

を
伝
達
し
合
っ
て
働
き
、生
命
活
動
を
調
和

の
と
れ
た
も
の
に
し
て
い
る
。そ
の
情
報
伝
達

に
重
要
な
働
き
を
す
る
の
が
膜
タ
ン
パ
ク
質
。

細
胞
が
正
常
に
働
く
た
め
の
信
号
・
情
報
を

伝
達
す
る
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、細
胞
の
膜
に

入
り
込
ん
で
い
て
、細
胞
の
外
と
も
情
報
の
や

り
取
り
を
す
る
ユニ
ー
ク
な
タ
ン
パ
ク
質
で
、体

内
に
投
与
さ
れ

た
薬
の
70
％
が

こ
の
タ
ン
パ
ク
質

に
結
合
し
て
作

用
す
る
と
い
わ

れ
る
。
薬
の
効

用
を
左
右
す
る

重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

し
か
も
、全
タ

ン
パ
ク
質
が
10
万

種
と
す
れ
ば
、そ

の
30
％
、約
3
万

個
が
膜
タ
ン
パ
ク
質
で
、
そ
の
う
ち
立
体
構

造
が
分
か
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
30
個
に
過
ぎ

な
い
。
月
原
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
、ト
ッ
プ
ジ

ャ
ー
ナ
ルScience

誌
に
1
9
9
5
年
以
来
3

報
の
論
文
を
報
告
し
て
お
り
、
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
の
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

ゲ
ノ
ム
計
画
に
次
ぐ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
世
界
的
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
が
、月
原
教
授
の
研
究
は
そ
の
一
歩
先
を

行
く
最
先
端
な
テ
ー
マ
。
欧
米
の
研
究
者
も

こ
れ
に
注
目
し
て
い
る
。
月
原
教
授
は
、「
タ

ン
パ
ク
質
複
合
体
や
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
解
析

を
さ
ら
に
進
め
、生
命
現
象
の
根
幹
を
極
め

た
い
。
一
方
、体
内
の
情
報
伝
達
と
の
関
係

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、創
薬
な
ど
医
学
、

薬
学
面
へ
の
応
用
が
急
速
に
広
が
る
」と
話

し
て
い
る
。

月
原
教
授

Structural Genomics

放射光施設、SPring-8に設置された専用ビームライン

ホルモンと膜タンパク質の相関図

タンパク質の「かたち」──構造の
解明に取り組んでいる月原教授
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の
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
立
体
構
造
が
ほ
と
ん
ど

登
録
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、構
造
ゲ
ノ
ム
科
学
の
誕
生
と
進
展

が
、立
体
構
造
を
基
に
し
た
タ
ン
パ
ク
質
の
機

8Handai NEWS Letter・2001・3 

●
立
体
構
造
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

中
村
教
授
の
テ
ー
マ
は
、
決
定
さ
れ
た
タ

ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と

そ
れ
ら
の
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

立
体
構
造
の
予
測
と
モ
デ
リ
ン
グ
。

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
に
関
す
る
研
究

が
国
際
的
に
進
展
す
る
の
に
伴
い
、世
界
中

で
決
定
さ
れ
た
生
体
高
分
子
の
立
体
構
造

は
急
増
、そ
れ
と
と
も
に
形
状
が
複
雑
に
な

り
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
管
理
、
運
営
し
、

世
界
の
研
究
者
に
公
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、世
界
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
米

国
・
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
タ
ン
パ
ク
質
立
体
構

造
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（pdb

）に
は
、1
万
4
0
0
0

件
の
立
体
構
造
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、ラ
ト

ガ
ー
ス
大
学
と
日
本
の
サ
イ
ト
で
あ
る
阪

大
・
蛋
白
質
研
究
所
・
生
体
分
子
解
析
研
究

セ
ン
タ
ー
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、日
本
で
は
主
と
し
て
米
国
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
デ
ー
タ
を
日
本
の
研
究
者

に
提
供
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、日
本
の
学
者

に
よ
る
立
体
構
造
の
登
録
件
数
も
増
え
て

お
り
、そ
れ
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
と
な
っ
た
。
生
体
分
子
解
析
研
究
セ
ン

タ
ー
が
日
本
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を

し
、デ
ー
タ
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

生
体
分
子
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、2

0
0
0
年
7
月
か
ら
日
本
の
研
究
者
の
登
録

を
始
め
1
4
0
件
ほ
ど
を
登
録
し
、日
本
の

研
究
者
か
ら
受
け
付
け
た
立
体
構

造
を
米
国
の
デ
ー
タ
と
共
有
で
き

る
よ
う
編
集
し
て
い
る
。
構
造
を

決
め
た
デ
ー
タ
に
誤
り
が
無
い
か

ど
う
か
、フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
ど
お
り
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
、
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

世
界
に
公
開
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
の
整
理
の
ほ
か
に
解
析

も
行
っ
て
い
る
。
立
体
構
造
の
パ
タ

ー
ン
は
、1
0
0
0
種
類
も
あ
り
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
る
と
、
似
た
よ
う
な「
か
た

ち
」、立
体
構
造
が
出
て
来
る
。
そ

れ
ら
を
機
能
別
に
分
類
し
、様
々

な「
タ
ン
パ
ク
質
の
顔
」と
し
て
デ
ー

タ
べ
ー
ス
化
。
例
え
ば
、機
能
が
分

か
っ
て
も「
か
た
ち
」が
分
か
ら
な

い
、と
い
う
場
合
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
デ
ー
タ
を
検
索
、
同
じ
よ
う

な
顔
、つ
ま
り
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
参
考
に
立
体
構
造
を
決

め
る
判
断
材
料
に
活
用
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
研
究
者
に
対
す
る
ア

シ
ス
ト
役
と
い
え
る
も
の
だ
。

タ
ン
パ
ク
質
立
体
構
造
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
世
界
全
体
の
登
録
量
は
、

半
年
で
2
0
0
0
件
か
ら
3
0
0
0

件
と
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
増
え
て
お
り
、

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
近
い
将
来
、

1
万
種
類
を
超
え
る
タ
ン
パ
ク
質

中
村
教
授

能
解
析
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、立
体
構
造
の
分
布
に
は
著
し
い
偏
り

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、特
定
の
パ
タ

ー
ン
を
持
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
比
率
が
多
い
こ
と

タンパク質の立体構造のデ
ータベース化、予測とモデ
リングの研究を行っている
中村教授

タンパク質の機能部位の表面構造データベース（http://pi.protein.osaka-u.ac.jp/eF-site/）
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も
判
明
。
類
似
し
た
大
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

は
、
一
つ
の
先
祖
が
あ
っ
た
と
す
る
考
え
方

と
、ア
ミ
ノ
酸
配
列
が
異
な
っ
て
も
物
理
的
に

安
定
し
た
立
体
構
造
が
存
在
す
る
と
い
う
考

え
方
の
二
つ
が
あ
る
が
、ア
ミ
ノ
酸
配
列
が

50
％
以
上
類
似
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、一
つ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
属
し
、同
じ「
か
た
ち
」と
す

る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
と

も
に
、30
〜
40
％
類
似
し
た
情
報
を
持
っ
て

お
れ
ば
、そ
れ
を
基
に
立
体
構
造
の
モ
デ
ル

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

「
か
た
ち
」を
予
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

●
立
体
構
造
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

中
村
教
授
も
、タ
ン
パ
ク
質
の
結
合
の
仕

組
み
や
機
能
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
再
現
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
て
い
る
。タ
ン
パ
ク

質
は
実
に
様
々
な
働
き
を
す
る
が
、一
つ
の

タ
ン
パ
ク
質
が
す
べ
て
の
役
割
を
す
る
の
で
な

く
、目
的
に
よ
っ
て
別
の
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合

し
て
形
を
変
え
、さ
ら
に
も
う
一
つ
の
タ
ン
パ

ク
質
が
そ
れ
に
結
合
し
て
新
た
な
働
き
を
す

る
。
連
携
し
な
が
ら
役
目
を
果
た
す
こ
と
も

あ
り
、機
能
は
複
雑
で
し
か
も
、多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

し
か
も
、タ
ン
パ
ク
質
は
柔
ら
か
く
て
、動

き
が
あ
り
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
技
術
的
に

か
な
り
難
し
い
が
中
村
教
授
は
、ア
ミ
ノ
酸
配

列
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
ん
な「
か
た
ち
」、

立
体
構
造
に
な
る
の
か
、ど
ん
な
働
き
を
す

る
の
か
を
最
終
目
標
に
し
て
追
求
し
て
い
く
。

中
村
教
授
は
、こ
う
し
た
研
究
を
応
用
す

る
た
め
に
経
済
産
業
省
が
2
0
0
0
年
秋
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
生
物

情
報
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
・
構
造
情
報
解
析

チ
ー
ム
）の
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
、さ
ら
に
研
究

を
深
め
、タ
ン
パ
ク
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

生
命
現
象
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

低エネルギー状態

高エネルギー状態

低エネルギー状態

両端をメチル基でブロックしたペプチド（グリシン・ダイマー）が水溶液中で作る
自由エネルギー地形



JOINT BUSINESS

産官学連携 

●
音
声
、
画
像
の
ネ
ッ
ト
配
信
が
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
か
ど
う
か
の
可
能
性
を
追
求

「
G
E
N
E
S
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
平
成

9
年
度
か
ら
4
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
第

Ⅰ
フ
ェ
ー
ズ（
4
ヵ
年
）は
、日
本
と
欧
州
を
高

速
衛
星
回
線
で
結
ぶ
実
験
の「
J
E
G
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

情
報
通
信
基
盤
を
促
進
す
る
た
め
の

「APII

テ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。

そ
れ
に
次
ぐ
第
Ⅱ
フ
ェ
ー
ズ（
2
ヵ
年
）は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
特
化
し
た「Q

oS

に
対
応
し

た
I
S
P（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
）モ
デ
ル
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研

究
開
発
」が
テ
ー
マ
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
宮
原
教
授
、
下
條
教

授
に
馬
場
健
一
・
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
助
教
授
、T
A
O
か
ら
派
遣
さ
れ
た
八
木
輝

研
究
員
ら
に
よ
る
約
20
人
で
構
成
。K
D
D

Ｉ
研
究
所
や
新
日
鉄
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
等

の
民
間
研
究
機
関
と
共
同
し
、大
阪（
阪
大
）、

北
九
州
市（
北
九
州
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）、

東
京
・
小
金
井
市（
郵
政
省
通
信
総
合
研
究

所
内
）の
3
拠
点
に
ま
た
が
っ
て
研
究
を
進
め

て
い
る
。

情
報
産
業
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
に
入

り
、文
字
情
報
だ
け
で
な
く
音
声
、画
像
の

送
信
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
容
量
の
大
き
い
音
声
、画

像
を
送
信
す
る
設
計
に
は
な
っ
て
な
く
、ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
問
題
が

あ
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
の
が「
G
E
N
E
S
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
研

究
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、①
音
声
、画
像
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
乗
せ
る
た
め
のQ

oS

技
術

の
開
発
②
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
場
合
、ど

ん
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
使
え
る
か
。
③
通

信
品
質
の
異
な
る
サ
ー
ビ
ス（
良
質
の
音
声
、

画
像
）を
提
供
す
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
つ
か
否
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
に
も
定
額
料
金
シ
ス
テ
ム
を

と
っ
て
い
る
が
、音
声
、画
像
サ
ー
ビ
ス
の
度

合
い
、
内
容
・
質
に
応
じ
た
受
信
料
制
に
す

る
こ
と
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
仕
掛
け

と
技
術
開
発
。

実
験
に
は
、先
進
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

を
行
う
大
学
、民
間
研
究
機
関
な
ど
に
国
が

開
放
し
て
い
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、J
G
N

（
研
究
開
発
用
ギ
ガ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
使
用
。

こ
れ
に
、日
立
製
作
所
が
開
発
し
た
ル
ー
タ

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
装

置
）を
連
動
さ
せ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
流

れ
る
音
声
、画
像
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

の
基
礎
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
ポ
リ
シ
ー

サ
ー
バ
ー
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
れ

に
よ
っ
て
音
声
、画
像
を
送
信
す
る
た
め
の

専
用
の
通
信
経
路
を
確
認
で
き
る
。
道
路
に

例
え
る
と
、救
急
車
や
消
防
車
用
の
専
用
レ

ー
ン
を
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
、通
信
品
質

を
管
理
す
る
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

●
広
域
ネ
ッ
ト
で
医
療
に
も
応
用

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、同
時
に
ポ
リ
シ
ー
サ
ー

バ
ー
を
応
用
す
る
技
術
開
発
も
進
め
て
い

る
。
①
医
療
に
応
用
す
る
た
め
研
究
を
進
め

て
い
る
日
本
学
術
振
興
会
の「
未
来
開
拓
事

業
」②
高
速
通
信
回
線
を
使
っ
た
海
外
の
大

学
と
大
阪
大
学
の
遠
隔
講
義
③
N
T
T
西
日

本
、朝
日
放
送
、新
日
鉄
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
次
世
代
の
情
報
流
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音
声
や
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
乗
せ
、
一
般
家
庭
に
有
料
配
信
す
る
こ
と
が
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
か
ど
う
か
の
可
能
性
を
追
求
す
る
、
国
の
研
究
法
人
「
通
信
・
放
送
機

構
」（
T
A
O
）の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
の
宮
原
秀
夫
教
授

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
参
画
し
て
い
る
。「
次
世
代
広
帯
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
技
術
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
G
E
N
E
S
I
S
）で
、
研
究
拠
点
は
サ
イ
バ
ー
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
下
條
真
司
教
授
の
研
究
室
。
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
重
要
と
な
るQ

o
S

（Q
u
a
lity

o
f
S
e
rv
ic
e

）技
術
で
は
、
世
界
の
中
で
日
本
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
の
進
展
が
注
視
さ
れ
て
い
る
。

世界が注目
日本のQoS技術
音声、動画のネット配信をニュービジネスに
'サイバーメディアセンター
教授---------------------下條真司--------------------- Shinji Shimojo 

●Email : shimojo@cmc.osaka-u.ac.jp
インターネットをつなぐ装置をコントロールするソフ
ト開発に取り組む八木輝研究員、下條真司教授、馬場
健一助教授（手前から）

次世代インターネットでの可能性を追
求する研究グループの下條教授



通
拠
点
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
ハ
ブ
の

研
究
開
発
。

①
の
医
療
応
用
は
、大
阪
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
あ
る
脳
内
の
微
細
な
磁
場
を
計

測
す
る
脳
磁
計（
M
E
G
）で
測
定
し
た
膨
大

な
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
処

理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
。M
E
G
の
デ
ー

タ
は
、1
時
間
測
定
で
フ
ロッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
5

0
0
0
枚
以
上
の
膨
大
な
量
に
な
る
。
医
学

系
研
究
科
の
パ
ソ
コ
ン
処
理
で
数
時
間
か
か

る
の
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
サ
イ
バ
ー
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
集
め
て
並
列
計
算
す

る
と
数
分
で
処
理
が
可
能
。ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

で
正
確
な
デ
ー
タ
解
析
に
よ
っ
て
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
役
立
つ
ば
か
り
か
、デ
ー
タ

解
析
と
計
算
が
別
の
と
こ
ろ
で
も
ネ
ッ
ト
上

で
や
り
取
り
し
、遠
隔
診
療
が
出
来
る
。
そ

の
実
用
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

②
の
遠
隔
講
義
に
は
、
研
究
情
報
通
信

網
・
A
P
A
N
と
J
G
N
、
米
国
の
高
速
回

線
を
使
用
、
下
條
教
授
が
1
月
中
旬
に
米

国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
分
校

で
行
っ
た
講
義
を
大
阪
大
学
の
学
生
も
同
時

に
受
講
し
た
。こ
う
し
た
遠
隔
講
義
を
実
現

す
る
た
め
に
、次
世
代
通
信
の
基
本
的
な
技

術
で
あ
るIPv6

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
用
い
て
い
る

IPv4

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
新
し
い

機
能
で
あ
るQ

oS

技
術
に
対
応
す
る
に
は
、

新
し
い
規
格
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
だ
。

③
の
次
世
代
の
情
報
流
通
拠
点
づ
く
り

は
、通
信
と
放
送
の
融
合
で
、近
い
将
来
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
放
送
の
実
現
を
予

測
、そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
、均
一
で
高
品
質
の
映
像
を
、

仮
に
1
0
0
0
万
世
帯
に
流
す
に
は
大
変
な

投
資
と
技
術
が
必
要
。
放
送
業
界
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
。
放
送
業
界
は
メ
デ
ィ
ア
の
卸
業

と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
き
、コ
ン
テ

ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
存
在
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
、同
時
に
、放
送
業
界
と
の
仲
介
的

な
役
割
を
担
う
サ
ー
バ
ー
機
能
が
重
要
に
な

る
。
通
信
品
質
管
理
を
行
う
ポ
リ
シ
ー
サ
ー

バ
ー
も
そ
の
一
つ
だ
が
、一
方
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
通
信
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
権
利
の
管
理
、つ
ま
り
サ

ー
ビ
ス
提
供
と
対
価
の
関
係
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。こ
の
よ
う
に
、

高
度
な
流
通
技
術
の
開
発
と
と
も
に
コ
ン
テ

ン
ツ
の
受
け
入
れ
や
配
送
管
理
の
中
核
と
な

る
情
報
流
通
拠
点
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
メ

デ
ィ
ア
ハ
ブ
と
名
付
け
、サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

と
必
要
な
機
能
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
す
で
に
ネ
ッ
ト
放
送
を
家
庭
で
実
験

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、
技
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術
研
究
・
開
発
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
。

Q
oS

技
術
は
日
本
が
世
界
で
リ
ー
ド
し
て
い

る
が
、QoS

技
術
を
使
っ
た
新
し
い
通
信
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
規
模
、投
資
額
、将
来
性
な

ど
を
、研
究
を
通
じ
て
判
断
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
映
像
伝
達
は
、

技
術
的
に
は
開
発
の
メ
ド
が
つ
き
、N
T
T
の

高
速
通
信
回
線
を
利
用
し
て
大
阪
市
内
の

50
世
帯
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
乗
せ
た
実
験
を

実
施
し
て
い
る
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
の
可
能
性
を
追
求

す
る「
サ
イ
バ
ー
関
西
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
C
K

P
）の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
、次
世
代
通
信
と

放
送
に
関
す
る
研
究
な
ど
多
く
の
テ
ー
マ
に

産
学
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る
下
條
教
授

は
、「
10
年
も
す
れ
ば
、家
庭
の
テ
レ
ビ
が
現

在
の
地
上
波
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
像
が

送
ら
れ
て
き
た
の
か
は
、区
別
が
つ
か
な
い
ほ

ど
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
可

能
性
を
探
る
た
め
の
基
礎
的
な
研
究
開
発

と
し
て
の
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
や
企
業

の
情
報
関
係
の
研
究
者
ら
が
参
画
し
て
い

る
」と
話
し
て
い
る
。

脳内の微細な磁場を計測する脳磁計（MEG）=左上=
と、MEGデータ（右上）をスーパーコンピュータで解
析処理されたデータ（下）（大学院医学系研究科との
共同研究）

高速通信回線を使って下條教授が行った遠隔講義（カリフォルニア大学で）



Handai OB

人物登場 
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ど
ん
な
学
生
生
活
で
し
た
。「
子
供
の
こ
ろ

の
遊
び
場
が
、待
兼
山
の
グ
ラ
ウ
ン
ド（
大
阪

大
学
の
前
身
、浪
速
高
校
）で
、そ
の
こ
ろ
か

ら
、（
阪
大
に
）入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
大
学
生
活
は
質
素
な
も
の
で
、私
は

ラ
グ
ビ
ー
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
プ

テ
ン
を
し
て
い
ま
し
て
ね
、
名
古
屋
大
学
と

の
定
期
戦
・
名
阪
戦
は
よ
い
思
い
出
で
す
。
勝

っ
た
り
負
け
た
り
の
、え
え
勝
負
で
し
た
。
そ

の
こ
ろ
鍛
え
た
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、病
気
に

は
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
」

作
業
服
で
仕
事
を
。「
え
え
、戦
闘
服
で
す

か
ら
。
昔
か
ら
ず
っ
と
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
私

の
デ
ス
ク
は
オ
フ
ィ
ス
の
真
中
で
す
。
社
員
と

同
じ
フ
ロ
ア
だ
と
皆
と
話
が
し
や
す
い
し
、す

ぐ
相
談
に
も
乗
れ
ま
す
の
で
」

日
本
の
プ
ー
ル
を
カ
ラ
フ
ル
に
変
え
て
し

ま
っ
た
と
い
う
プ
ー
ル
用
塗
料
「
プ
ー
ル
・
コ

ー
ト
」の
ア
イ
デ
ア
は
、
そ
ん
な
交
わ
り
か
ら

生
ま
れ
た
。「
い
つ
も
、何
か
差
別
化
で
き
る

商
品
は
な
い
か
と
、考
え
て
い
る
と
、ふ
っ
と

浮
か
ん
で
く
る
ん
で
す
。「
プ
ー
ル
・コ
ー
ト
」

は
、私
が
30
歳
ぐ
ら
い
の
時
に
開
発
し
た
も

の
で
す
。
会
社
が
町
工
場
だ
っ
た
こ
ろ
で
す
が

米
軍
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
プ
ー
ル
は
色
が
き

れ
い
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の

で
、日
本
も
そ
ん
な
時
代
が
来
る
、と
思
い

立
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

そ
れ
に
し
て
も
、
息
の
長
い
ヒ
ッ
ト
商
品
。

今
も
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
と
独
壇
場
。「
始
め
は
な

か
な
か
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
し
た
の

は
、売
り
出
し
て
数
年
後
に
文
部
省
が
打
ち

出
し
た〝
国
民
皆
泳
〞
方
針
。
そ
れ
で
学
校

の
プ
ー
ル
建
設
が
盛
ん
に
な
り
、需
要
が
伸

び
出
し
、そ
れ
に
比
例
し
て
会
社
も
上
向
い

て
行
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
夏
の
太
陽
熱
を

遮
断
し
て
室
内
の
温
度
を
下
げ
、冷
房
効
果

を
高
め
る
屋
根
の
塗
料
や
に
お
い
の
し
な
い

無
臭
塗
料
を
開
発
、売
り
込
み
中
で
す
。

企
業
は
人
の
た
め
に
あ
る
、
が
持
論
の
よ

う
で
す
が
。「
会
社
は
縁
が
あ
っ
て
集
ま
っ
た

同
士
の
集
団
で
す
か
ら
、仕
事
を
分
担
し
合

い
、力
を
貸
し
合
っ
て
、み
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
た
め
の
場
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

会
社
の
た
め
に
個
人
が
犠
牲
に
な
り
過
ぎ
て

は
あ
き
ま
せ
ん
。
さ
り
と
て
、個
人
が
わ
が

ま
ま
を
言
い
過
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

辺
の
兼
ね
合
い
が
難
し
い
わ
け
で
す
が
、
基

本
は
会
社
の
た
め
に
人
が
居
る
の
で
は
な
く
、

人
の
た
め
に
会
社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

社
員
あ
っ
て
の
会
社
。「
そ
の
通
り
。
当
社

で
は
定
年
後
も
O
B
社
員
の
夫
婦
ど
ち
ら
か

が
生
存
中
は
、ず
っ
と
お
中
元
と
お
歳
暮
を

贈
り
続
け
て
い
ま
す
。
長
い
間
ご
苦
労
様
と

い
う
感
謝
の
気
持
ち
と
、後
輩
も
み
ん
な
頑

張
っ
て
い
ま
す
よ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

単
身
赴
任
者
は
毎
月
2
回
、会
社
の
費
用
で

家
に
帰
っ
て
い
ま
す
し
、
労
働
時
間
短
縮
の

先
進
企
業
と
し
て
労
基
局
か
ら
事
例
発
表

を
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

息
抜
き
は
ど
ん
な
時
に
。「
趣
味
の
ゴ
ル
フ

と
絵
画
の
鑑
賞
ぐ
ら
い
か
な
。
ホ
ー
ム
コ
ー
ス

の
茨
木
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
年
2
、3
回
阪

大
の
卒
業
生
で
や
る
待
兼
会
の
コ
ン
ペ
は
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」

若
い
人
に
一
言
。「
人
生
の
役
割
は
神
が
決

め
る
、そ
う
思
い
ま
す
。
先
の
こ
と
を
考
え
す

ぎ
な
い
で
、今
日
の
一
日
に
全
力
を
尽
く
す
。

一
生
懸
命
に
や
っ
て
お
れ
ば
、転
機
が
訪
れ
、

落
ち
つ
く
所
に
落
ち
つ
く
、そ
ん
な
気
が
し

ま
す
。
そ
れ
と
、人
生
に
は
成
り
行
き
が
大

事
。
性
急
に
結
論
を
出
し
て
う
ま
く
行
か
な

い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
成
っ
て
来
る
の
は

天
の
理
、
成
っ
て
行
く
の
も
天
の
理
で
す
。

日
々
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
成
り
行
き
を
待

つ
の
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

● （よしじ　ひとよし）氏
1935年大阪生まれ。57年に大阪大学経済学部卒
業、父の経営する大同塗料株式会社に入社。取締役
業務部長、専務取締役を経て74年、38歳で2代目・
代表取締役社長に就任、現在に至る。社団法人・日本
塗料工業会副会長、大阪塗料工業協同組合理事長、
社団法人・淀川工業会副会長、淀川交通安全協会副
会長など要職多数。97年、藍綬褒章受章。

「
会
社
は
社
員
が
幸
せ
に
な
る
場
、

人
の
た
め
に
会
社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

'
O
B
訪
問

●

大
同
塗
料
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

j
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唾
液
は
、我
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
実

に
多
彩
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
唾
液

は
口
腔
の
耳
下
腺
、顎
下
腺
、舌
下
腺
の
三

つ
の
大
唾
液
腺
と
、小
唾
液
腺
か
ら
分
泌
さ

れ
て
い
ま
す
。１
日
の
分
泌
唾
液
量
は
0
・
8

〜
1
・
5
リ
ッ
ト
ル
で
す
が
、年
齢
・
食
生
活
・

生
活
習
慣
な
ど
に
よ
っ
て
非
常
に
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、青
年
期
以
降
分
泌
量
は

減
少
し
、60
歳
で
は
7
分
の
1
以
下
と
な
り
、

逆
に
唾
液
の
粘
度
は
上
昇
し
ま
す
。こ
の
唾
液

分
泌
量
や
成
分
の
違
い
が
、口
腔
機
能
や
疾

患
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
で
す
。
唾
液

分
泌
が
過
度
に
減
少
す
る
と
、口
渇
ま
た
は

口
腔
乾
燥
症
と
呼
ば
れ
る
状
態
と
な
り
、咀

嚼
・
嚥
下
・
発
音
・
味
覚
な
ど
の
機
能
障
害

や
、口
腔
粘
膜
の
外
傷
・
潰
瘍
形
成
・
灼
熱

感
、む
し
歯
や
歯
周
病
の
進
行
な
ど
、多
く
の

問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
薬
物
は
唾
液
分
泌

を
抑
制
す
る
頻
度
が
高
く
、多
種
類
の
薬
物

を
服
用
す
る
高
齢
者
で
は
、口
腔
機
能
の
低

下
や
義
歯
の
不
調
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

で
は
、唾
液
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
①
消
化
作
用：

唾
液
中

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、マ
ル
タ
ー
ゼ
な
ど
の
酵
素
が

で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ド
ウ
糖
に
ま
で
分
解
し
、胃

の
消
化
を
助
け
ま
す
。
②
歯
や
舌
や
頬
粘
膜

の
運
動
を
円
滑
に
し
、咀
嚼
・
嚥
下
を
助
け

ま
す
。
③
食
物
の
味
成
分
を
溶
解
し
、味
覚

を
刺
激
し
ま
す
。
④
唾
液
中
の
重
炭
酸
塩
イ

オ
ン
が
口
中
の
酸
を
中
和
し
、歯
の
脱
灰
を

防
ぎ
ま
す
。
⑤
唾
液
に
は
多
種
の
抗
菌
・
殺

菌
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
⑥
唾
液
中
の

ホ
ル
モ
ン
に
は
老
化
予
防
の
働
き
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
⑦
唾
液
は
歯
や
口
腔
粘

膜
の
表
面
に
ペ
リ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
薄
い
被

膜
を
作
り
、保
護
し
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周

病
の
発
病
は
、病
原
性
細
菌
が
歯
の
表
面
に

付
着
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
唾
液
に

は
細
菌
の
付
着
を
阻
害
す
る
タ
ン
パ
ク
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
⑧
唾
液
成
分
の
ス
タ
セ

リ
ン
や
P
R
P
、P
R
G
P
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質

は
、唾
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
歯
の

表
面
の
脱
灰
さ
れ
た
個
所
を
再
石
灰
化
し
、

修
復
し
ま
す
。
歯
ぐ
き
が
痩
せ
て
く
る
と
、

歯
根
が
露
出
し
て
知
覚
過
敏
と
呼
ば
れ
る

鋭
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
が
、こ
れ
も
唾
液
タ

ン
パ
ク
質
が
歯
の
表
面
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、

石
灰
化
を
強
め
癒
し
ま
す
。し
か
し
、歯
の
表

面
を
歯
垢
が
覆
っ
て
い
る
と
、
唾
液
は
歯
と

接
触
で
き
ず
修
復
作
用
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
や
は
り
歯
磨
き
は
重
要
で
す
。

唾
液
は
臨
床
検
査
の
検
体
と
し
て
も
有

効
な
材
料
で
す
。
む
し
歯
の
リ
ス
ク
を
評
価

す
る
た
め
に
、
数
種
の
唾
液
検
査
キ
ッ
ト
が

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、唾
液

は
歯
周
病
の
リ
ス
ク
判
定
に
も
便
利
な
材
料

で
す
。
感
染
症
で
あ
る
歯
周
病
を
引
き
起
こ

す
有
力
な
病
原
性
細
菌
はP

o
rp
h
y
-

rom
onas

gingivalis

で
す
。
し
か
し
、歯
周

病
で
な
い
人
の
口
腔
内
か
ら
も
こ
の
菌
は
30

〜
40
％
の
頻
度
で
検
出
さ
れ
、P.gingivalis

の
す
べ
て
が
一
様
な
病
原
性
を
有
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
我
々
は
、同
菌
の
線
毛
遺
伝
子
の
核
酸

配
列
に
基
づ
い
てP.gingivalis

線
毛
を
I

〜
V
型
の
五
つ
の
型
に
分
類
し
、成
人
の
唾

液
中
に
存
在
す
るP.gingivalis

の
遺
伝
子

型
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、重
度
の

歯
周
病
成
人
か
ら
検
出
さ
れ
たP.gingi-

valis

は
、90
％
以
上
が
II
型
線
毛
遺
伝
子
を

有
す
る
菌
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
歯
周
病
と
の
相
関
の
強
さ

は
オ
ッ
ズ
比
で
示
さ
れ
ま
す
が
、重
度
喫
煙

習
慣
が
オ
ッ
ズ
比
4
〜
5
、糖
尿
病
が
2
〜
4

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
II
型
線
毛
のP.

gingivalis

の
オ
ッ
ズ
比
は
44
で
あ
り
、特
定

の
遺
伝
子
型
を
も
つ
こ
の
菌
が
歯
周
病
発
病

の
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
働
き
を
す
る
唾
液
の

分
泌
を
促
進
さ
せ
る
最
も
い
い
方
法
は
、よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
付
け
る
こ
と
で
す
。

昔
か
ら
の
早
食
い
の
戒
め
に
は
奥
深
さ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、就
寝
中
は
唾
液
の
分
泌
や

口
腔
内
で
の
流
れ
が
大
幅
に
減
退
す
る
た

め
、口
腔
疾
患
の
予
防
に
は
就
寝
前
の
歯
磨

き
が
効
果
的
で
す
。

HEALTH

健康 
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「
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P. gingivalis
線毛遺伝子型 
Ⅰ型 0.16 
Ⅱ型 44.44 
Ⅲ型 1.96 
Ⅳ型 13.87 
Ⅴ型 1.40 
 
年齢（65‐74歳） 9.01 
重度喫煙者 4.75 
年齢（55‐64歳） 4.14 
年齢（45‐54歳） 3.01 
中度喫煙者 2.77 
糖尿病 2.32 
軽度喫煙者 2.05 
アルコール摂取 1.82 
年齢（35‐44歳） 1.72 
男性 1.36 
朝食なし 1.31

 因子 オッズ比 

歯周病の発病に関係する因子 
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経済 

医
療
の
未
来
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、

筆
者
の
所
属
を
改
め
て
確
認
さ
れ
る
方
が
お

ら
れ
れ
ば
つ
か
み
は
O
K
。
も
ち
ろ
ん
筆
者

は（
医
学
の
専
門
教
育
を
一
度
も
受
け
て
い

な
い
と
い
う
意
味
で
）純
粋
な
経
済
学
者
で

あ
る
が
、経
済
学
の
中
で
も
医
療
を
分
析
の

対
象
と
す
る
医
療
経
済
学
を
研
究
し
て
い

る
。こ
の
分
野
、経
済
学
と
医
学
・
薬
学
・
歯

学
・
保
健
学
・
社
会
福
祉
と
の
学
際
的
な
分

野
で
あ
る
。こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、医
療
経
済
学

を
背
景
に
し
て
医
療
の
未
来
、中
で
も
医
療

費
の
未
来
に
つ
い
て
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。こ
れ
は

近
年
の
医
療
費
の
動
向
を
厚
生
白
書
か
ら

転
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、近
年
の
医
療
費

の
伸
び
、そ
れ
も
高
齢
者
医
療
の
急
速
な
伸

び
は
著
し
い
。こ
の
10
年
間
に
約
倍
増
し
て
い

る
。
こ
の
勢
い
が
、
今
後
も
続
く
と
す
る
と

予
想
さ
れ
る
10
年
後
、20
年
後
の
医
療
費
は

空
恐
ろ
し
い
。
し
か
し
、少
し
冷
静
に
な
っ
て

考
え
て
み
る
と
、こ
の
間
の
高
齢
者
人
口
の

伸
び
は
30
％
と
高
水
準
で
あ
る
も
の
の
、医

療
費
の
増
加
率
ほ
ど
は
高
く
な
い
と
い
う
単

純
な
事
実
に
気
づ
く
。つ
ま
り
、単
に
高
齢

者
が
増
加
し
た
こ
と
が
、つ
ま
り
超
高
齢
化
が

医
療
費
高
騰
の
直
接
的
な
原
因
で
は
な
い
。

実
は
最
も
重
要
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る

の
が
、医
療
の
技
術
進
歩
で
あ
る
。
多
少
奇

異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、医
療

の
技
術
進
歩
に
よ
り
か
つ
て
は
死
に
至
ら
し

め
る
病
が
治
療
可
能
と
な
り
、ま
た
よ
り
安

全
な
治
療
法
、よ
り
正
確
な
検
査
法
が
開
発

さ
れ
、そ
れ
は
間
違
い
な
く
人
類
に
貢
献
し

て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
そ
う
し
た
高
度
な

医
療
技
術
が
同
じ
に
高
価
で
あ
る
こ
と
も
ま

た
真
実
で
あ
る
。こ
う
し
た
医
療
の
技
術
進

歩
こ
そ
が
医
療
費
を
高
騰
さ
せ
る
真
の
要
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
は
何
も
筆
者

の
突
拍
子
も
な
い
意
見
で
は
な
い
。
あ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、国
際
的
に
著
名
な
医

療
経
済
学
者
の
約
8
割
が
医
療
費
の
高
騰
の

最
も
主
要
な
原
因
と
し
て
医
療
技
術
の
進

歩
を
挙
げ
て
い
る
。

も
し
そ
う
し
た
見
方
が
正
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
医
療
費
の
高

騰
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
医

療
の
技
術
進
歩
を
制
御
す
る
こ

と
が
肝
要
と
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
れ
が
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
例
え
ば
あ
る
治
療
を
施
す

と
死
亡
を
回
避
で
き
る
が
、
非

常
に
高
価
で
あ
る
場
合
に
、そ

の
治
療
法
を
禁
止
す
る（
あ
る

い
は
保
険
適
用
に
し
な
い
）こ
と

は
倫
理
的
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
。
助
か
る
命
で
あ
れ
ば
助
け

た
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
た

め
に
医
療
経
済
学
は
貢
献
し
て

い
る
。
ま
ず
、そ
の
新
し
い
医
療

技
術
が
従
来
の
技
術
に
比
べ
て

効
果
が
い
か
に
目
覚
ま
し
く
と

も
、
も
し
そ
の
高
く
な
る
費
用

を
補
っ
て
も
あ
ま
り
あ
る
程
度

で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
の

医
療
技
術
は
や
は
り
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
少
な
く
と
も
公
的
な
医
療
保
険
で
カ

バ
ー
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、そ
の
際

の
効
果
も
患
者
の
満
足
、つ
ま
り「
生
活
の

質
」で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、医
療
従
事

者
の
価
値
観
で
測
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ

し
て
そ
の
患
者
の
満
足
は
、患
者
あ
る
い
は

主
権
者
で
あ
る
国
民
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
医
療
従
事
者

が
患
者
の
満
足
を
低
め
る
こ
と
を
目
的
に
治

療
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。し
か
し
、時
と
し
て
そ
の
力
点
が

ず
れ
る
事
も
あ
り
え
な
い
話
で
も
な
い
で
あ

ろ
う
。
実
際
に
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
新

薬
の
認
可
申
請
に
際
し
て
、患
者
の
満
足
で

測
ら
れ
た
効
果
、そ
の
医
療
費
に
対
す
る
影

響
に
関
す
る
資
料
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
、医
療
技
術
の
進
歩
自
身

は
人
類
に
と
っ
て
福
音
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、そ
れ
を
実
際

の
医
療
現
場
で
治
療
と
し
て
用
い
る
か
、特

に
保
険
適
用
す
る
か
否
か
は
全
く
別
問
題

で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
医
療
経
済
学
が

単
に
学
問
と
し
て
だ
け
で
な
く
、実
用
的
な

技
術
を
提
供
す
る
方
法
論
と
し
て
社
会
貢

献
で
き
る
日
が
訪
れ
る
事
は
そ
う
遠
く
な
い

未
来
で
あ
ろ
う
。

（
学
際
的
な
研
究
交
流
、国
際
的
に
最
新

の
医
療
経
済
学
の
理
解
を
目
的
と
し
た
医

療
経
済
学
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

問
分
野
を
問
わ
ず
医
療
経
済
学
に
関
心
の

あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。）

ECONOM
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■
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「
医
療
の
未
来
」

経
済
学
か
ら
見
た
医
療
費
と

医
療
技
術
の
進
歩

（昭和６０） 

２５.４％ ２６.０％ ２６.７％ ２７.５％ ２８.２％ ２８.８％ ２９.４％ ２９.５％ ３０.６％ ３１.６％ ３３.１％ ３４.１％ ３５.０％ ３６.０％ ３７.０％ 

（６１） （６２） （６３） （平成元） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （１０） （１１） 
（年度） 

１人当たりの国民医療費（万円） 

国民医療費（兆円） 国民医療費（兆円） 

老人医療費（兆円） 老人医療費（兆円） 

国民医療費の推移 （兆円） （
万
円
） 

社
会
経
済
研
究
所
助
教
授

大
日
康
史--------------------- Y

a
su

sh
i

O
h

k
u

sa

●E
-m

a
il

:o
h

k
u

sa
@

iser.o
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k
a

-u
.a
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て
二
次
元
固
体
で
起
こ
る
様
々
な
興
味
深
い
現
象
を

発
見
し
、さ
ら
に
、中
性
子
散
乱
法
を
相
補
的
に
用

い
る
こ
と
で
そ
の
構
造
と
動
力
学
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
新
し
い
一
分
野
を
築
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

■
吉
崎
弘
明
さ
ん（
大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専

攻
）が「N

o
w
o
tny
aw
ard

」を
受
賞

大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
学
際
化
学
講
座
に

所
属
す
る
博
士
後
期
課
程
3
年
次
、吉
崎
弘
明
さ
ん

が
、パ
リ
で
開
か
れ
た6th

C
onferenceoftheInter-

nationalEndotoxin
Society

に
お
い
て“The

first
chem

icalsynthesisofRelipopolysaccharide ”

と

題
す
る
研
究
でN

ow
otnyaw

ard

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
同
学
会
の
初
代
会
長
で
あ
る

Alois
N
ow
otny

博
士
の
業
績
を
た
た
え
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、2
年
に
1
回
開
か
れ
る
国
際
会
議
で
35
歳
以

下
の
発
表
者
の
中
か
ら
1
人
を
選
ん
で
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

■
清
水
克
哉
助
手（
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
）が

「S
ir
M
artin

W
o
o
d

賞
」を
受
賞

清
水
克
哉
基
礎
工
学
研
究
科
助
手
に
、東
京
英
国
大

使
館
で
開
催
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
第
2
回
目
のSir

M
artin

W
ood

賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
物
理

学
の
日
英
研
究
交

流
を
支
援
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
も

の
で
、
毎
年
、
固
体

物
理
学
の
分
野
で
優

れ
た
業
績
を
上
げ

た
若
手
研
究
者
1
、

2
人
に
奨
励
賞
を

授
与
し
ま
す
。

清
水
助
手
は
受
賞

講
演
で
最
近
の
超
高

圧
技
術
の
発
展
と
そ
の
中
で
特
に
酸
素
の
圧
力
下
超

伝
導
発
見
に
つ
い
て
紹
介
し
、有
馬
朗
人
・
前
文
部

大
臣
、江
崎
玲
於
奈
・
芝
浦
工
業
大
学
学
長
を
は
じ

め
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席
者
の
多
数
の
著
名
な
物
性
研
究

者
に
強
い
印
象
を
与
え
ま
し
た
。
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■
鷲
見
洋
介
さ
ん
と
白
木
晶
子
さ
ん
が
宇
宙
飛
行

士
・
毛
利
衛
氏
か
ら
表
彰
さ
れ
る接

合
科
学
研
究
所

大
学
院
生
鷲
見
洋

介
さ
ん
と
白
木
晶
子

さ
ん
が
日
本
マ
イ
ク

ロ
グ
ラ
ビ
テ
ィ
応
用

学
会
第
16
回
大
会
で

ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
賞
状
は
宇
宙

飛
行
士
毛
利
衛
氏
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
部
英
明
教
授（
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
研
究
セ
ン
タ

ー
）が
、「
米
国
物
理
学
会
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
」を
受
賞

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
高
部
英
明
教
授
が
、

米
国
物
理
学
会
フェロ
ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・フ
ロ

ン
ト
の
レ
ー
リ
ー・テ
ー
ラ
ー
分
散
曲
線
を
導
い
た
理
論

的
・
数
値
的
研
究
及
び
レ
ー
ザ
ー
天
体
物
理
と
い
う
新

分
野
開
拓
の
先
導
者
と
し
て
の
先
見
性
が
受
賞
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、Takabe

Form
ula

と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
高
部
教
授
の
研
究
及
び
高
強

度
レ
ー
ザ
ー
で
天
体
物
理
の
模
擬
実
験
を
行
お
う
と

い
う
提
案
と
そ
の
理
論
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講
座
等

■
個
人
金
融
サ
ー
ビ
ス
寄
附
講
座
　
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
資
産
運
用
の
多
様
化
と
個
人
金
融
サ
ー
ビ
ス
」

3
月
1
日（
木
）、千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
際
公
共
政
策
研
究
科
個
人
金
融

サ
ー
ビ
ス
寄
附
講
座（
06
‐
6
8
5
0
‐
5
6
5
5，
F
A

X
06
‐
6
8
5
0
‐
5
6
5
6
）

E-M
ail<sym

posium
@
osipp.osaka-u.ac.jp>

■
第
3
回
臨
床
治
験
の
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
月
3
日（
土
）、大
阪
国
際
会
議
場
。
問
い
合
わ
せ

先
＝
医
学
部
附
属
病
院
総
合
診
療
部
内
臨
床
治
験

の
国
際
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局（
06
‐
6
8
7
9
‐
6

0
6
6，
F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐
6
0
7
0
）

■C
O
E
S
ym
posium

on
ultraprecision

science

and
techno

lo
g
y
fo
r
ato
m
istic

p
ro
d
uctio

n

engineering

3
月
6
日（
火
）〜
8
日（
木
）、医
学
部
銀
杏
会
館
。
問

い
合
わ
せ
先
＝
遠
藤
勝
義
・
工
学
研
究
科
助
教
授（
06

‐
6
8
7
9
‐
7
2
7
7
）

■
第
4
回
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム「
随
意
運
動
の
仕
組

み
」
―
脳
は
ど
の
よ
う
に
し
て
手
お
よ
び
腕
の
運
動

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
か
―

3
月
6
日（
火
）、基
礎
工
学
部
シ
グ
マ
ホ
ー
ル
。
問
い

合
わ
せ
先
＝
健
康
体
育
部
事
務
部
管
理
掛（
06
‐
6

8
5
0
‐
6
0
0
2
）

■
大
阪
大
学
T
W
I
共
同
セ
ミ
ナ
ー「
21
世
紀
に
お
け

る
溶
接
・
接
合
研
究
の
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ブ
」

3
月
22
日（
木
）〜
23
日（
金
）、接
合
科
学
研
究
所
荒

田
記
念
館
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
村
川
英
一
・
接
合
科

学
研
究
所
助
教
授（
T
E
L
／
F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐

8
6
4
5
）

E-M
ail<m

urakaw
a@
jw
ri.osaka-u.ac.jp>

■
第
1
回
地
域
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

4
月
21
日（
土
）、医
学
部
銀
杏
会
館
。
問
い
合
わ
せ

先
＝
松
田
敏
夫
・
薬
学
研
究
科
教
授（
06
‐
6
8
7
9

‐
8
1
6
1
、F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐
8
1
5
9
）

E-M
ail<m

atsuda@
phs.osaka-u.ac.jp>

■IC
O
S
N
2001

S
atellite

M
eeting,2nd

Joint

O
S
J-S
P
IE
InternationalC

onference
on
O
p
ti-

calE
ngineering

forS
ensing

and
N
anotech-

nology,S
atellite

M
eeting

6
月
10
日（
日
）〜
11
日（
月
）、な
ら
100
年
会
館（
奈
良

市
）。
問
い
合
わ
せ
先
＝
伊
東
一
良
・
工
学
研
究
科
教

授（
06
‐
6
8
7
9
‐
7
8
5
0，
F
A
X
06
‐
6
8
7
9

‐
7
2
9
5
）

E-M
ail<itoh@

ap.eng.osaka-u.ac.jp>

■
第
12
回
日
本
老
年
歯
科
医
学
会
学
術
大
会

6
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）、大
阪
国
際
会
議
場
。
問

い
合
わ
せ
先
＝
小
野
高
裕
・
歯
学
研
究
科
助
教
授（
06

‐
6
8
7
9
‐
2
9
5
4
）

■
第
22
回
市
民
公
開
講
座
日
本
老
年
学
会
総
会

6
月
14
日（
木
）、大
阪
国
際
会
議
場
。
問
い
合
わ
せ

先
＝
森
本
茂
人
・
医
学
系
研
究
科
助
教
授（
06
‐
6
8

7
9
‐
3
8
5
3
、F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐
3
8
5
9
）

■
第
43
回
市
民
公
開
講
座
日
本
老
年
医
学
会
学
術

集
会
介
護
保
険
と
高
齢
者
医
療
―
2
0
0
1
大
阪
―

6
月
15
日（
金
）、大
阪
国
際
会
議
場
。
問
い
合
わ
せ

先
＝
森
本
茂
人
・
医
学
系
研
究
科
助
教
授（
06
‐
6
8

7
9
‐
3
8
5
3
、F
A
X
06
‐
6
8
7
9
‐
3
8
5
9
）
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稲葉章助教授（大学院理学研究科）

精密熱測定による研究成果等を評価

「クリステンセン記念賞」を受賞

吉崎弘明さん（大学院理学研究科博士後期課程３年次）

「Nowotny award」を受賞

清水克哉助手（大学院基礎工学研究科）

固体物理学の分野での優れた業績を評価

「Sir Martin Wood賞」を受賞

■
稲
葉
章
助
教
授（
大
学
院
理
学
研
究
科
）が「
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
記
念
賞
」受
賞

第
16
回
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
合
化
学
熱
力
学
会

議
及
び
第
55
回
全
米
カ
ロ
リ
メ
ト
リ
ー
会
議
で
、「
2
0

0
0
年
度
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
記
念
賞
」が
稲
葉
章
大
学

院
理
学
研
究
科
助
教
授
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

賞
は
、米
国
ブ
リ
ガ
ム・
ヤ
ン
グ
大
学
の
故
ク
リ
ス
テ
ン

セ
ン
教
授
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
賞
で
あ
り
、熱

測
定
装
置
の
革
新
的
な
開
発
と
と
も
に
、そ
れ
を
用

い
て
顕
著
な
研
究
業
績
を
上
げ
た
者
に
対
し
て
与
え

ら
れ
ま
す
。

稲
葉
助
教
授
は
、気

固
界
面
及
び
固
液

界
面
で
吸
着
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
新
奇

な
単
分
子
膜
固
体

を
多
数
見
い
だ
し
、

精
密
熱
測
定
に
よ
っ
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大阪大学創立７０周年記念事業 
5月5, 6日 大阪市中之島のグランキューブ大阪で開催！ 
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工業プロセスの重要な役割を
担う“濡れ性”の研究で世界
をリード
'接合科学研究所

教授---------------------野城　清---------  Kiyoshi Nogi

E-mail : nogisan@jwri.osaka-u.ac.jp

工業プロセスに不可欠な接合技術に
重要な役割を果たしている“濡れ性”の研
究のトップランナーである接合科学研究
所の野城研究室。磨耗しない金属、シリ
コンに代わる高性能な半導体デバイスな
ど、次世代の新しい複合材料の開発・製
造も、決め手となる濡れ性の解明によっ
て、実現まであと一歩、というところまで
研究が進んでいる。

●接合のカギを握る新素材開発の決め
手が濡れ性
“濡れ”は、液体を固体の上に置いた際
の広がる度合いのこと。表面張力や界面
張力の作用で起こり、広がりの面積と接触
角（角度）で、よし悪しが決まる。ベチャーと
した状態に拡大すると、濡れ性が良く、玉
のようになって広がらない状態は、濡れ性
が悪いという評価。ガラスとレインコートを想
定してみると、判断がつく。
この濡れ性は、モノづくりには欠くことの

出来ない接合のカギを握り、複合材料の新
素材開発には重要な要素となるため、自然
界、産業界の広い範囲にわたる興味深い
学問領域とされ、世界の研究者は数多い。
野城研究室の主要メンバーは、野城清教

授と藤井英俊助教授、松本大平助手、外
国人研究員、Dr．N．Sobczak, Dr. Z. Min
の5人で、研究テーマは大きく分けて三つ。
①金属とセラミックス②シリコンと石英

（水晶と同じ性質の物質）③金属とダイヤ
モンド―のそれぞれの複合材料開発のた
めの濡れ性の測定と、濡れ性に影響を与
える因子の解明。原因究明によって濡れ
性をコントロールし、接合や材料製造プロ

セスに最適な条件を自由に作り出すのが
研究の最終目標。
3テーマのうちメーンは、脆いが高温に強

いセラミックスと耐久性のある金属の特性
を引き出し、二つを掛け合わせた新しい材
料を創出すること。軽くて強く、高熱に耐え
られる複合材料は、例えば、航空機材とし
て使用が可能で、燃費軽減にも効果的。
②のシリコンと石英は、その濡れ性をコント
ロールすることによって大口径のシリコン短
結晶を生成、より効果的な半導体デバイ
スに応用することが可能。③の金属とダイ
ヤモンドが接合出来れば、シリコンより優れ
た半導体デバイスとして期待出来るし、磨
耗しない金属の誕生も実現可能という。現
在、半導体に使用されているシリコンが耐
えられる温度は150～160度。ダイヤモンド

による新素材だと数百度まで大丈夫。
様 な々用途が考えられる。例えば、自動車
エンジンと連動しているコンピュータは、半
導体が高熱に耐えられることによってエン
ジンの側にセット出来るので効率的。事務
用のコンピュータも冷却にそれほど気を配
らなくてもよい。
●独自の測定法で解明へあと一歩
シリコンと石英の濡れ性のデータは、す

でに一部で実用化されているが、研究室
では、さらによりよいものを目指した研究を
進めている。問題は、濡れ性は測定する際
の条件や測定者の技術によって結果が異
なり、一定したデータを得ることが困難であ
ることだ。金属の表面の不純物や目に見
えないような歪み、凹凸など、微妙なファク
ターが影響する。実験段階での正確な測
定による正しいデータが接合のための重要
な条件になり、世界の研究者がその正確
な数値を求めてチャレンジしている。
野城研究室では、一般的な測定機に改

良を加え、レーザーを使った独自な方法で
測定している。野城教授はこの研究33年
のキャリア。あらゆる状態・条件を想定して
接合、様 な々組み合わせによる濡れ性の

因子を解析してきた。その結果、「現在のセ
ラミックス、ダイヤモンドの濡れ性解明は時
間の問題」（野城教授）というところまで到
達している。
●接合研主催の国際会議に海外の研究
者が大多数参加
野城研究室の研究成果は、接合科学研

究所が主催して昨秋、岡山県倉敷市で開
いた国際会議で発表した。
会議には、濡れ性に関する世界トップレ

ベルの研究者が18ヵ国から参加。日本で
の国際会議で海外からの参加者が大多数
を占める異例の会議となった。濡れ性の
研究が世界注視の学問領域であることと、
濡れの研究では世界をリードする野城研
究室に対する関心の高さを物語った。
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レーザーを使った独自の方法で濡れ性を測定する
研究スタッフ

野城教授（右から二人目）と研究室のスタッフ

倉敷で開催された
国際会議のパンフ
レット


